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1月

人間の
記憶力は
よくない

～自分を助けてくれる、振り返りに注目した自由度の低いメモツール～

記録と私 思索駆動コース松永理彩

思い出すのも運
一期一会
何かの縁

寝かせるに近い
未来の自分に
任せよう

言語化が苦手だが
メモを繋げれば
いいから楽

ハードルが
下がった

記録を取った後の「振り返り」を大切に
自分を助けてくれる

振り出しに
戻る

記憶と五感の
関係性に注目し
あれこれ
やっていた

顔がでかい

締め切りが近づく
と自分は何をして
いたんだという
気持ちになる

気が付いて
いないだけで
常に自分は
変化している

自分は独立した
存在で他の人
とは大きく違う

自分には
何も無いと
ネガティブ
になる

自分のこと
でも案外

覚えていない

私のメモは
自由に貼り付け
られていて
ぐちゃぐちゃ

改めて自分は
日々様々なことを
感じ考えている

1年の記録を
振り返ると自分
にも遠慮していた

ぐちゃぐちゃは
自分の脳内を
書き出している

ふと目についた
メモにどんどん
コメントしていた

残した記録が
目に付く場所に
あり自然に振り
返りができた

繋がりがある
のかなんてそ
の時に分かる
わけがない

点と点が
繋がるの
なんて運

どんな記録が
自分に

役立つのか
分からない

忘れること
が悪いこと
ではない

記録を残す
だけではなく
振り返りも大切

モヤモヤ
なんか違う
という気持ち
を大切に

過去の
自分には
戻れない

活動を通して
記録の大切さ
に気が付いた

自分が感じた
こと考えたこと
を大切にしたい

乱雑である
ことがいい

ドラッグ＆ドロップ
でカードの移動

×

add card

カードを追加し
文章の入力が可能

いつどんなときに感じたこと
なのかを大切に縛られたくない

変化する自分を振り返ることが出来るものにしたい

どんなことを始めるのにもまずはアイデアが必要。
アイデアを実現しようとする中で、根本のアイデアは
跡形もなくなる。これは良いことでも悪いことでもない。
アイデアが思い浮かばない時は視野が狭くなる。

最低限の機能が
あればいい

人それぞれ感じ方が違うが、自分の中では当たり前の価
値観で気が付かない。これらは記録を辿ることで気付け
るのではないか。これから先の人生で、この経験を次に
繋げるためにもメモや記録は大切なモノになる。この経
験を必ず生かさなければならないからとメモを残すので
はなく、将来の自分が何か躓いたときにすっと出てきて
助けてくれるような存在のメモを残したい。

パスワードは
複雑にするしか
ないのはおかしい

匂いとパスワード
を結び付けよう

覚えやすく
突破されにくい

パスワードを目指す

12月に
行き止まる

世の中便利になってきているのに

匂いが最も
記憶に

残りやすい
らしい

自分だけの
言葉や世界が
ある

苦しかった時
に過去に残し
ていたメモに
救われた

振り返りは
過去の自分との
対話のようだ

記録を見返したことで
気が付いた

行き止まり
かけた

思索ゼミから と思うようになった

スタート

思ったこと
はすぐに
揮発する

こんな気持ちに
なっていたことを
思い出す

時間が経ってから気付くこともある

パスワードのことをやっている時に分かった

綺麗に並べてあると
そこにあることが正解で
あるように見える 並べたことに満足して

綺麗なものは見返さない

変化し続けていても
同じ考えに至ることもある

過去ばかり頼らなくてもいい今すぐに言語化する必要はない気軽に

その人っぽい何かが確実にある

面倒くささ
の軽減には
ならない

他の人からの発言で
気付かされることも行き止まりで考えた

振り返りは
過去の自分との
対話のようだ

記録しているという
感覚はあまりない

冬休みに一気に振り返る時間を作った

だから何なんだ
と行き止まる

残せるときに残しとかないと
しんどくなった時によりしんどくなる

6月 9月 10月 11月 12月

終わった後に言いたいことがたくさん出てくる

私は記録を残すことを
面倒くさいと感じていない
取らん奴は取らない

言葉が
抜け落ちる
無意識に
削ってしまう

箇条書きで
ポンポン書く

11月から12月にかけて方向性が
見えずかなり悩んでいた

放置してしまいがち

メモ帳に文字がたくさん残されていて安心した

白紙を前に何を書いたらいいか分からなくなる

わざわざ振り返りの
時間を取ろうと思わない

「匂い」に注目することは決まっていたがどのように実装しようか悩んでいた

と考え始めた

記録を残して
何の意味が
あるのか

そんなことはないことが記録が
あったおかげで気が付いた 大切なことは後で思い出すときもある

自分が本当にやりたい
ことは何なのか考えていた

1月

気付いたことがたくさんあった

SecHack365に応募した理由は思索駆動コースの説明会が空港で行われていたのが印象に残っていたからです。応募課題も暇だから書いてみようと思い、取り組
みました。私は自分から外に出ていくことが少なく小さな世界で生きていました。活動の中でたくさん人から影響を受け、自分の世界が大きく広がりました。
合格を貰ってから現在までに苦しかったこともありましたが、このような作品を残すことが出来て嬉しいです。また何かに躓いたときには記録に戻ってこよう
と思います。忘れても記録がある。多くの人に支えられました。1年間ありがとうございました。 X(旧Twitter):@peru_aiueo

振り出しに
戻ってこっち

自由度の低い

ボタンを押すことで
カードの削除

×

×

入力・削除・移動

×

×

私の作品について

×

技術構成

HTML,React,Firebase

×

記録は手軽に取れた方が
いいのかもしれないが
それではいい加減になる

自分が書いたメモに
どんどんコメントを追記 これが対話のよう

その時々の鮮明な
考え方に価値がある

× ×

× ×

記録と私は振り返りがあること
で繋がり大きな力を持つ

×

×

×

×

実際のメモ
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